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わ
れ
わ
れ
は
、
自
由
民
主
党
に
お
い
て
新
総
裁
が
亀
虫
さ
れ
、
公
明
党
に
お
い
て
代
 
 

表
が
再
選
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
王
で
の
両
党
の
足
立
政
権
舟
足
以
来
の
政
権
合
 
 

意
を
尊
重
す
る
こ
と
を
含
め
、
改
め
て
両
党
の
開
で
直
立
玖
聴
を
堅
荷
す
ろ
こ
と
を
確
 
 

認
す
る
。
 
 
 

我
が
国
の
政
治
は
、
昨
年
の
参
観
院
選
挙
の
結
果
生
じ
た
衆
参
の
ね
じ
れ
現
象
の
も
 
 

と
、
国
民
の
負
故
に
十
分
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
 
 
 

他
オ
、
我
が
国
経
済
は
、
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
開
発
に
鶉
を
舟
し
た
世
界
 
 

経
済
の
成
長
鈍
化
と
せ
界
的
な
資
源
・
食
料
価
格
の
高
騰
ヒ
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
 
 

を
立
命
か
ら
受
け
、
草
気
ほ
弱
含
み
、
さ
ら
に
下
線
れ
す
る
・
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
状
汎
 
 

に
あ
ろ
Q
 
 
 

国
民
の
直
面
す
る
因
数
と
不
妥
に
対
し
迅
速
果
断
に
対
応
し
、
生
活
の
安
全
・
妥
心
 
 

を
確
保
し
て
相
承
の
婁
と
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
政
治
の
使
命
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
た
め
、
え
般
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て
「
妥
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
象
」
 
 

を
取
り
ま
と
め
た
。
．
 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
、
泉
ろ
べ
き
総
逢
挙
を
勝
ら
抜
き
、
こ
れ
ま
で
の
組
立
政
権
の
成
果
を
 
 

き
ら
に
熟
成
さ
せ
、
国
民
生
活
を
守
り
、
簸
局
を
乗
り
遇
え
る
た
め
に
一
段
協
力
し
て
、
 
 

以
下
に
掲
げ
る
重
点
政
凰
謀
蒐
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。
 
 

〔
争
後
取
り
組
む
べ
き
重
点
政
東
森
短
〕
 
 

（
略
）
 
 

巧
、
年
金
 
 

・
年
金
見
森
岡
愚
に
つ
い
て
、
八
億
件
を
超
す
紙
台
帳
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
ヒ
子
廟
 
 
 

翠
合
を
進
め
る
な
ど
、
徹
底
的
な
閂
盈
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
社
食
保
険
庁
の
 
 
 

日
本
年
金
楓
蕗
へ
の
円
滑
な
移
行
に
万
全
を
期
す
。
 
 

・
平
成
一
大
キ
の
年
金
改
革
の
逢
筋
に
沿
っ
て
、
平
成
二
一
年
及
ま
で
に
基
礎
年
金
 
 

の
国
庫
負
担
割
合
を
二
分
の
l
に
引
き
上
げ
る
。
 
 

・
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
や
追
納
期
周
の
延
長
な
ど
魚
年
金
・
他
年
金
村
泉
の
充
実
 
 
 

を
図
る
と
と
も
に
、
渡
ら
せ
る
年
金
の
実
現
を
目
指
し
、
引
き
続
き
年
金
制
度
の
 
 
 

あ
り
方
を
含
め
社
食
保
障
制
度
の
一
体
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
。
 
 

・
倖
書
基
礎
年
金
等
の
配
偶
者
、
子
の
か
算
の
政
思
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
 
 
 

部
を
改
正
す
る
法
律
寮
（
或
員
立
法
）
 
の
早
期
成
立
を
目
指
す
。
 
 

・
高
齢
者
の
所
得
向
上
に
督
す
る
よ
う
、
在
職
者
姶
年
金
制
及
の
見
直
し
を
行
う
厚
 
 
 

生
年
金
保
険
料
の
延
滞
に
関
す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
甘
を
行
、
㌔
 
 

（
l
号
．
．
）
 
 
 

自
由
民
主
党
・
公
明
党
連
立
政
権
合
意
 
 




